
■里親制度って？
　里親制度は、児童福祉法に基づいて、さまざまな事情で家族と離れて暮らす子どもを自分の家庭に迎
え入れ、温かい愛情と正しい理解を持って養育する制度です。里親というと、特別養子縁組を思い浮か
べる方が多いかもしれませんが、大きく 3つの種類があります。現在は特に「養育里親」の需要が高まっ
ており、共働き世帯の登録も増えています。

養育里親
諸事情で家族と暮らせない子どもを一定期間、

自分の家庭で養育する里親です

専門里親
養育里親のうち、虐待や障がいなどの理由により
専門的な援助を必要とする子どもを養育する里親です

養子縁組里親 養子縁組によって子どもの養親となることを希望する里親です

親族里親
実親の死亡などにより養育できない場合に、
祖父母などの親族が子どもを養育する里親です

■里親になるには
　里親になるために、特別な資格や子育ての経験は必要ありません。ただし、次の要件を満たした上で、
県などが実施する研修を受講する必要があります。

　・子どもの養育についての理解や熱意と愛情を持っていること
　・経済的に困窮していないこと
　・本人か同居人が虐待などの欠格事由に該当しないこと

　なお、里親として登録されるためには、次の手続きが必要になります。

　家族と離れて暮らす子どもは、熊本県内に約 650 人、そのうち里親家庭で暮らしている子どもは
13％ほどです。まだまだ制度の認知度が低く、里親不足などの課題があります。熊本県では里親制度を
推進するため、里親希望者と里親家庭を支えるフォスタリング機関（※１）を設置しています。里親制
度についてお尋ねになりたいことがありましたら、下記センターまでお気軽にお問い合わせください。

※１フォスタリング機関とは、里親のリクルートから里親登録前後の研修、マッチング、里親養育への
支援、措置解除の里親支援まで、一貫した支援を行う機関を指します。

　　　慈愛園乳児ホーム　養育家庭支援センター　きらきら
　　　〒 862-0954　熊本県熊本市中央区神水 1丁目 14-1
　　　電話：096-383-8100　MAIL：kirakira@jiaien.or.jp

■今回、山都町で里親登録されているＡさんから、特別にお話を聴かせていただきました！
＊里親登録をしようと思ったのはどのようなきっかけですか？
　結婚して３年が過ぎても子どもに恵まれず諦めかけていたと
き、ふと学生時代に八代市の乳児院へ行ったことを思い出し、
主人とも話し合いを繰り返して里親になることを決めました。
　私たちそれぞれの両親も応援してくれました。

＊里子を受け入れて、家族に変化はありましたか？
　中学生の頃には思春期や反抗期などで、その都度、悩むこともありましたが、娘の成長を通して
私たちが親として育ててもらいました。産んだからではなく、一緒に過ごした時間や思い出が親子
の絆を創っていくのだと思います。娘も結婚して孫を連れて帰省します。今度は、私をおばあちゃ
んにしてくれました。孫の姿を見ると「娘もこんなに小さいときに私たちのところに来たんだ。」
と感慨深いものがあります。手放された実の親御さんのやるせない思いも感じながら、生んでくれ
たこと、出会わせてくれたことに感謝する毎日です。

＊これからの社会に期待することはありますか？
　この世に生まれた大切な命のバトンを里親に託すという方法をもっと知ってほしい、手放す勇気
を持ってほしいと思います。たくさんの方に里親制度について正しく理解していただき、一人でも
多くの子どもたちに温かい愛情を届けられたらと思います。生まれてこなければよかった命などな
い、自分は愛されて大切にされていることを実感し自分に自信を持って育っていく、そこにこれか
らも関わっていきたいと思います。

■最後に
　Ａさんとお話しする中で、当時は周囲の理解を得ることに苦労したエピソードをお聴きし、里親制度
について「知る」ことの大切さを改めて感じました。家族の形は多様化しており、里親家庭もその一つ
ですが、決して特別なことではなく、そこで暮らす子どもも特別な子どもではありません。
　里親の深い愛情が血のつながり以上の強い絆を作り、その絆こそがその子にとって今後の人生の土台
となって、里親にとってもその後の人生を彩り豊かにするものだと思います。

子育て相談室のご案内
　子どもや子育てに関するすべての悩み
や困りごとについて受け止め、関係部署
と連携して相談者を支援していく部署と
して「子育て相談室」を本庁舎 3階に開
設しています。忙しい子育てのちょっと
した息抜きに、お話をしに来られません
か？スタッフが常駐しています。役場に
御用の際などはぜひお気軽にお立ち寄り
下さい。 【子育て相談室　☎ 72-1113】

問合 　福祉課　☎ 72-1229

それぞれのカゾクノカタチ　～ 10月は里親月間です～

相談

県や里親支援の
フォスタリング
機関（※１）に
相談

調査・研修

面接、家庭訪問
調査と延べ５日
間の研修（実習
を含む）を受講

申請書提出

研修受講と並行
して里親登録の
申請書を提出

熊本県知事の
認定

認定されれば、
里親として登録

＼ 待ってるよ！ ／

♥
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